
ソーシャルワーク演習Ⅱ

[演習]　第２学年　通年　必修　2単位

《担当者名》○福間 麻紀 m-fukuma@hoku-iryo-u.ac.jp 　奥田 かおり　片山 寛信　大原 裕介（客員）　高野 和美（非）

【概　要】

　ソーシャルワークに求められる知識と技術について実践的に習得し、専門的援助技術として体系化できる能力を身につける科

目である。実践を行うための基本的な知識・技術として、面接技術、個別援助の展開過程、グループワーク、記録の技法、価値

と倫理について学ぶ。また、地域における社会資源の開発事例や課題別の相談援助事例を用い、総合的・包括的な援助について

実践的に習得する。

【学修目標】

１．ソーシャルワークの展開過程を理解し、その段階に合った支援をソーシャルワークの目的･価値･倫理を踏まえて考えること

ができる。

２．個別面接技術・集団面接技術をロールプレイ場面で実際に使用することができる。

３．地域アセスメントや地域資源の活用について、事例を用いた具体的な評価・計画立案を行うことができる。

４．事例検討において、利用者に対する共感的理解とソーシャルワーカーに求められる基本的態度を示すことができる。

５．アセスメントやプランニングに必要な知識と技術を習得し、実際に作成することができる。

６．ジェノグラムとエコマップを作成し、ポイントを説明することができる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 オリエンテーション

基本的面接技術１

演習の目的について説明できる。

ソーシャルワーク演習Ⅰで学習した面接技術を確認

し、面接場面において適切な技術を意図的に使用する

ことができる。

福間　奥田　　

片山　高野

2 ソーシャルワークの展開過程１

（児童虐待事例への対応）

インテーク

個人とのソーシャルワークにおけるインテークの方法

を説明できる。

事例を用いたインテーク場面において面接技術を用い

て面接を展開できる（ロールプレイ）。

事例の登場人物の心情を理解する。

福間　奥田　　

片山　高野

3 ソーシャルワークの展開過程２

アセスメント①

アセスメントにおける情報収集の項目・方法を説明で

きる。

アセスメントの項目に沿って、事例の情報を整理でき

る（アセスメントシートの作成）。

福間　奥田　　

片山　高野

4 ソーシャルワークの展開過程３

アセスメント②

事例のエコマップ、ジェノグラムを作成し、情報の整

理分析を行うことができる。

福間　奥田　　

片山　高野

5 ソーシャルワークの展開過程４

アセスメント③

事例の情報の整理分析から、客観的ニーズ判断を行う

ことができる。

福間　奥田　　

片山　高野

6 ソーシャルワークの展開過程５

プランニング①

アセスメントをもとに、事例の支援目標を設定でき

る。

福間　奥田　　

片山　高野

7 ソーシャルワークの展開過程６

プランニング②

アセスメントをもとに、事例の支援計画を作成するこ

とができる（プランニングシートの作成）。

福間　奥田　　

片山　高野

8 ソーシャルワークの展開過程７

支援の実施

モニタリング

事後評価（効果測定）

支援の実施とモニタリングについて説明できる。

支援の実施の面接を行うことができる（ロールプレ

イ）。

模擬事例の直接的活動と間接的活動ついて整理でき

る。

実際に支援の評価を行うことができる。

福間　奥田　　

片山　高野

9 ソーシャルワークの展開過程８

支援の終結

アフターケア

終結の決定、終結に向けての準備、終結後のフォロー

アップについて理解し、終結の面接を行うことができ

る。

事例全体の振り返りを通して、相談援助の全体を説明

することができる。

○単元終了課題①支援計画の作成（事例）

福間　奥田　　

片山　高野



回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

10 記録の技法１ 記録の目的、種類、方法を理解する。

ロールプレイによる逐語記録の作成、要約記録の作成

を通して、様々な記録の形式と記載方法、表現の多様

性を体験を通して理解する

福間　奥田　　

片山　高野

11 記録の技法２ プロセスレコードを理解し、実際に活用方法を学ぶ 福間　奥田　　

片山　高野

12 基本的面接技術２ これまで学んだ面接技術を用い、インテーク面接を展

開することができる（ロールプレイ）。

福間　奥田　　

片山　高野

13 基本的面接技術３ 模擬面接のふりかえりを通して、個々の習得状況と、

面接技術の習得に向けた課題と取り組みを確認する。

○単元終了課題②プロセスレコードの作成

福間　奥田　　

片山　高野

14 実習記録の技法 実習記録の意義と活用を理解する。

ロールプレイを観察し、実習記録を作成することがで

きる。

○単元終了課題③ロールプレイの実習記録の作成

福間　奥田　　

片山　高野

15 ソーシャルワークの価値と倫理 ソーシャルワーク実践における倫理的ディレンマにつ

いて、事例を通して判断過程を理解する。

○単元終了課題④ディレンマについてのレポート作成

福間　奥田　　

片山　高野

16 グループワークの共通技術１ グループワークの実践を通じて、プログラムの立案・

ファシリテーターの役割や方法を理解する。

福間　奥田　　

片山　高野

17 グループワークの共通技術２ グループワークの実践を学ぶ。

ファシリテーターとしてグループワークの実践を行う

ことができる。

○単元終了課題⑤グループワーク実践の感想

福間　奥田　　

片山　高野

18 地域福祉の基盤整備と開発の実際

―地域住民の対するアウトリーチと

ニーズ把握－

地域福祉の基盤整備と開発、アウトリーチの実際を学

ぶ。

○単元終了課題⑥講義内容のまとめと感想

※次回の講義時に必要な事前学習項目の提示（事前学

習課題①）

大原（客員）

福間　奥田 　　

片山　高野

19 社会資源の把握・活用・調整・開発

に関する相談援助演習１

地域資源の活用・調整・開発、地域ネットワークづく

りの実際を学ぶ。

○単元課題⑦講義内容のまとめと感想

福間　奥田　　　

片山　高野

小林　真弓（特別講師）

20 社会資源の把握・活用・調整・開発

に関する相談援助演習２

ニーズに基づいた地域資源の活用のために、事例の利

用者の心情や背景状況、ニーズを理解することができ

る。

福間　奥田　　

片山　高野

21 社会資源の把握・活用・調整・開発

に関する相談援助演習３

事例の情報を整理分析し、利用者の問題把握、ストレ

ングス、客観的ニーズについてとらえることができ

る。

福間　奥田　

片山　高野

22 社会資源の把握・活用・調整・開発

に関する相談援助演習４

事例の支援前後のエコマップを作成し、既存の社会資

源の活用状況とニーズに基づいた社会資源の活用・開

発、ネットワーキングについての具体的な方法を検討

できる。

※次回の講義時に必要な事前学習項目の提示（事前学

習課題②）

福間　奥田　　

片山　高野

23 課題別相談援助事例1

低所得・ホームレス・ＤＶに関する

相談援助演習①

ホームレスの状況にある人を取り巻く問題や生活ニー

ズについて理解する。

ホームレスへの支援の実際を学ぶ。

ＤＶ被害者の抱える問題について理解する。

○単元課題⑧講義内容のまとめと感想

福間　奥田　　

片山　高野

波田地　利子（特別講

師）

24 課題別相談援助事例１

低所得・ホームレス・ＤＶに関する

相談援助演習②

映像教材や資料を用い、ＤＶによる心理・社会的影響

を理解する。

ＤＶ被害者、ホームレス状態にある人の心情を理解す

る。

福間　奥田　　

片山　高野

25 課題別相談援助事例１

低所得・ホームレス・ＤＶに関する

事例の情報をアセスメントシートを用いて整理し、利

用者自身とおかれている状況を理解する（ジェノグラ

福間　奥田　　

片山　高野



回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

相談援助演習③ ム、エコマップの作成）。

26 課題別相談援助事例１

低所得・ホームレス・ＤＶに関する

相談援助演習④

事例の整理情報を分析し、利用者のニーズの把握、問

題の把握、ストレングス、客観的ニーズ判断をとらえ

ることができる。

※次回の講義時に必要な事前学習項目の提示（事前学

習課題③）

福間　奥田　　

片山　高野

27 課題別相談援助事例２

多問題家族に関する相談援助演習①

事例情報を整理し、アセスメント面接において情報収

集すべき内容を示すことができる。

関係者への面接を通して、必要な情報を収集すること

ができる（ロールプレイ）。

福間　奥田　　

片山　高野

28 課題別相談援助事例２

多問題家族に関する相談援助演習②

事例の情報と面接内容から、利用者や関係者の心情や

葛藤を理解することができる。

アセスメントシートを用いて、事例の情報を整理する

ことができる。

福間　奥田　　

片山　高野

29 課題別相談援助事例２

多問題家族に関する相談援助演習③

事例の情報を分析し、問題の把握、ストレングスの把

握、客観的ニーズをとらえることができる。

福間　奥田　　

片山　高野

30 課題別相談援助事例２

多問題家族に関する相談援助演習④

アセスメントをもとに、支援目標を設定し支援計画を

作成することができる（プランニングシート）。

○単元終了課題⑨アセスメントシートと支援計画の作

成

福間　奥田　　

片山　高野

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学校の授業実施方針による

【評価方法】

課題9回（50％）、事前学習・グループへの参加度（意欲・姿勢）（40％）、模擬面接（10％）

課題：各単元終了後、課題内容に従いレポート提出（各単元の欠席が過半数に達した場合は受理しない）

【教科書】

・ソーシャルワーク演習Ⅰの教科書を継続使用（『ソーシャルワーク演習ワークブック』みらい　ISBN:9784860152840 ）

・学期ごとにプリントを配布

【参考書】

社会福祉士養成講座編集委員会編：『相談援助の基盤と専門職（第3版）』（2017）中央法規 ISBN:9784805851029

社会福祉士養成講座編集委員会編：『相談援助の理論と方法Ⅰ』（2017）中央法規 ISBN:9784805851036

社会福祉士養成講座編集委員会編：『相談援助の理論と方法Ⅱ』（2017）中央法規 ISBN:9784805851043

【備考】

・基本的に20名以下のグループで学習する。

・各単元終了時にレポート・実技試験により学習到達度を評価する。なお、各単元課題を受験するためには、各単元において過

半数以上の出席を要する。

・演習という授業の性格上、遅刻は欠席扱いとする。

　この科目は、社会福祉士国家試験受験資格取得のための「相談援助演習」、精神保健福祉士国家試験受験資格取得のための

「精神保健福祉援助演習（基礎）」に該当する。

【学修の準備】

・予習として、次回の授業で取り扱う事例を読みこみ、援助技術や用語については教科書や参考書、辞書等を用い、事前に調べ

てくること。また、後期は事例をグループで検討し発表を行うことが中心となる。検討に必要な資料等を事前に準備しなければ

事例を深く理解することができないため、各単元で取り扱う事例に関係する制度政策、社会資源等を事前に調べることを課題と

する（事前学習①～④）。（80分）

・復習として、授業後は毎回必ず振り返り、知識や技術が定着するよう取り組むこと。（80分）

【ディプロマ・ポリシー(学位授与方針)との関連】

DP2,3



【実務経験】

福間麻紀（社会福祉士）、奥田かおり（ソーシャルワーカー）、片山寛信（社会福祉士）、大原 裕介（社会福祉士）、高野和美

（社会福祉士）

【実務経験を活かした教育内容】

医療機関、相談支援機関、教育機関、社会福祉施設等でのソーシャルワーカーとしての実務経験を活かし、実際の相談援助過程

を想定した課題別の相談援助事例による総合的・包括的な援助についての実践的な講義や実技指導を行う。


